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 地域の状況 
 
■ 地域の概要 

 釧路市は人口 18万人を有し、東北海道の

中核・拠点都市として社会、経済、文化の中

心的な機能を担っています。 

北大通周辺は、公共施設や事業施設、公共

交通ターミナル等が集積している市の中心市

街地で、このエリア内には第一、くしろ北大

通、駅西の３つの商店街が隣接しています。 

 

■ これまでの問題点 

 郊外の大型店舗の出店などによって、中心

市街地や商店街の衰退・疲弊が進み、空き店

舗の増加による”マチ”の空洞化が問題とな

っています。また、建物自体の老朽化も進ん

でおり、路面店の多くが昭和 40～50年代の

建築となっています。 

 近年では、”マチ”に訪れない層が増えて、

商店街の存在感が薄れていることも懸念され

ていました。 

 

■ これまでの取組 

 中心市街地のにぎわい再生を図るため、平

成 22年から 2年間、実験事業的に港まつり

などの大規模なイベントの開催に併せてテン

ト市を開催しましたが、単発のイベントであ

るために商業振興という目的に必ずしも合致

していると言える状況ではありませんでした。 

また、イベントの実施に掛かる費用が大き

く、消費者還元型のイベントであることから

あまり回数を重ねられないといったジレンマ

にも陥っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業内容 
 

■ 本事業での取組 

 過去２年間、試行的に実施したテント市事

業を将来的に継続していくため、課題の洗い

出しと具体的な対策を検討して、実施回数の

増加や収益性の向上を目指した実施計画を策

定し、テント市を開催しました。 

実施計画では、次のような改善を加えてい

ます。 

○ 従来の夏季 1回開催から、夏季２回、

冬季 1回の実施に回数増加 

○ 福引きイベントや店頭ワゴンセールの実

施 

○ テント市で使える回数券の発券と回数券

を使い切れなかった場合に後日商店街の各

店舗で金券として使えるという仕組みづく

り 

○ インターネット(Facebook)を使った周

知宣伝方法の採用 

○ 各種取組の有料化・値上げの検討 

 

■ 取組の中で生じた課題 

 テント市の実施回数を増やすことを検討し

ましたが、適当な会場が他になく、貸し主へ

の負担増から貸してもらえなくなる恐れがあ

りました。また、調理や飲食を伴うことから、

イベント終了後の会場の汚損に対する対策が

必要でした。 

１１．くしろ北大通テント市 
☞ テント市の継続実施に向けた取組の拡充 

【くしろ北大通テント市実行委員会（釧路市）】 
 

北大通テント市（夏季開催） 



１１．くしろ北大通テント市 
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 有料化の検討についても、過去に無料バス

を 100円に有料化したところ、利用客が減

少した経験から、十分な配慮が必要でした。 

 

■ 取組に関する課題への対応 

 実施回数の増加については、貸し主への丁

寧な説明や協力要請を行い、回数増の了承が

得られました。また、テント市単独では、集

客力が不足するため、同時開催できる市内の

イベントを調べ、中心部への回遊性などを考

慮し、盆踊りと合わせて開催することとしま

した。 

 会場の汚損については、実施前にシート等

で保護するとともに終了後に実行委員会で清

掃作業を行うなどの対策を強化しました。 

 有料化の取組については、人気のアトラク

ション「ワカサギすくい」を有料化し、利用

者に対しては、料金見合いを協力店での割引

券として還元できる仕組みとして、商店街へ

の回遊性向上と利用者減少の低減を目指しま

した。 

 

■ 地域の関係者との連携体制（メンバー） 

 テント市の実行委員会は、商店街の青年部

を中心に若手商業者が協力しながら運営にあ

たりました。 

また、夏・冬イベント開催時においては、

くしろバス株式会社の協力によりまつりのメ

イン会場とテント市会場を巡回する臨時特別

バスを運行することで、人の流れをスムーズ

にテント市に招き入れることができました。 

 

■ 連携体制を構築する上で生じた課題 

 テント市の取組は、集客力の観点からくし

ろ港まつりなどの大規模イベントと同時開催

としていますが、実行委員会のメンバーは港

まつりの実働部隊でもあり、業務が大変輻輳

しました。 

 

■ 連携体制に関する課題への対応 

 テント市の事前準備期間を長く取り、より

効率的に会場設営と運営が行えるよう段取り

を進めたほか、出店者の数を減らすことや、

港まつりのイベント削減による業務負担軽減

等を行い対応しました。 

  今後の取組 
 
 今回の事業実施で「収益性の確保」、「実

働部隊の人員育成」、「会場の確保」の課題

を克服せずには、事業の継続実施自体が困難

になってくる状況にあり、事業規模・回数な

ど精査しながら、これらの課題解決に向けて

努力していきます。 

ただ、中心市街地への集客を促す上で、継

続的なイベントの実施は必要ですので、内容

をさらにブラッシュアップしてより効率的に

集客を行う方策を今後も探っていきます。 
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